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）
に
よ
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と
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大
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湿
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埋
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立
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屋
敷
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し
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認
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き
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調
査
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沈
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嵩
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が
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は
下
端
が
久
損
し
、
側
面
は
粗
く
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
釘
穴
が
あ
り
、

付
札
の
類
と
思
わ
れ
る
。

②
は
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
欠
損
し
て
い
る
。
何
か
に
挿
し
込
む
形
態

で
使
用
さ
れ
る
木
札
の
類
と
思
わ
れ
る
。

①
は
上
部
に
焼
印
が
押
さ
れ
る
。
釘
穴
が
あ
り
、
付
札
の
類
と
思
わ
れ
る
。

い
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に
も
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れ
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